
志賀高原

白山

只見

南アルプス

大台ヶ原・大峯山・大杉谷綾

屋久島・口永良部島

祖母・傾・大崩

みなかみ

谷川岳一ノ倉沢
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「
祖そ

ぼ母
・
傾か

た
む
き・
大お

お
く
え崩
」、「
み
な
か
み
」

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
新
規
登
録
が
決
定

　
６
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
第
29
回
人
間
と
生
物
圏
計

画
国
際
調
整
理
事
会
」
に
お
い
て
、「
祖
母・傾・大
崩
」、「
み
な
か
み
」を
、ユ
ネ
ス
コ

の
生
物
圏
保
存
地
域
（
国
内
呼
称

：

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
）
に
登
録
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、生
態
系
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
活
用
の
調
和（
自

然
と
人
間
社
会
の
共
生
）
を
目
的
に
、
昭
和
51
年
（
１
９
７
６
年
）
に
ユ
ネ
ス
コ
が

開
始
し
た
取
組
で
す
。「
生
物
多
様
性
の
保
全
」、「
科
学
的
な
調
査
や
教
育
の
場
を

提
供
」、「
自
然
環
境
の
保
全
と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
地
域
発
展
」
の
３
つ
の
機
能

を
持
つ
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
今
回
登
録
さ
れ
た
２
地
域
を
加

え
て
、
９
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

厳格に保護、長期的に保全

※世界自然遺産が、顕著な普遍的価値を有する自然地域の保護・保全を目的としているのに対し、ユネスコエコパー
クは、生態系の保全と持続可能な利活用の調和を目的としており、保護・保全だけではなく自然と人間社会の
共生に重点が置かれています。

ユネスコエコパークの機能
　生態系の保全と持続可能な利活用の調和（自然と人間社会の共生）をテーマとしたユネス
コエコパークは、３つの機能を達成するため、以下の３つの地域にゾーニングされています。

核心
地域
緩衝地域

移行地域

核心地域を保護するための緩衝的な地域
教育、研修、エコツーリズムに活用

人が生活し、自然と調和した持続可能な発展を実現している地域

高千穂峡



　

大
分
、
宮
崎
両
県
に
跨
が
る
祖
母
・
傾
・
大
崩
山
系
を
中
心
に
、

こ
れ
ら
を
源
流
と
す
る
大
野
川
、
五
ヶ
瀬
川
流
域
を
エ
リ
ア
と
し

て
お
り
、
核
心
地
域
や
緩
衝
地
域
に
は
、
常
緑
樹
林
（
照
葉
樹
林
）

か
ら
落
葉
樹
林（
夏
緑
樹
林
）ま
で
の
日
本
列
島
の
幅
広
い
植
生
と

豊
か
な
動
植
物
相
と
い
っ
た
原
生
的
な
自
然
環
境
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、移
行
地
域
は
、九
州
有
数
の
林
業
地
帯
で
あ
り
、木
材
、

乾
し
い
た
け
、
シ
キ
ミ
等
の
森
林
資
源
の
多
様
な
利
活
用
や
、
複

雑
な
地
形
、
豊
富
な
水
資
源
等
を
活
用
し
た
多
様
な
農
産
物
生
産

に
よ
り
、
二
次
的
自
然
環
境
の
持
続
的
な
利
用
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
地
域
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
を
契
機
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
推
進
協
議
会
を
再
編
し
た
新
た
な
組
織
を
設
立
し
、

関
係
機
関
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
を
進
め
、
自
然
保

護
の
た
め
の
学
術
調
査
や
子
ど
も
た
ち
の
環
境
学
習
の
ほ
か
、
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
の
養
成
や
登
山
関
連
施
設
の
整
備

に
よ
る
受
入
態
勢
の
構
築
等
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

  
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
次
世
代
へ
の
継

承
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
人
と
自

然
が
共
生
す
る
「
世
界
的
な
モ
デ
ル
地
域
」
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　

な
お
、
核
心
地
域
と
緩
衝
地
域
に
は
国
有
林
野
が
広
く
分
布
し

て
お
り
、
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、「
祖
母
山
・
傾
山
・
大
崩
山
周

辺
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
な
ど
の
保
護
林
の
適
切
な
管
理
経
営

を
通
じ
て
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

「祖母・傾・大崩」の概要
構成自治体： 大分県、大分県佐

さ い き し

伯市、竹
た け た し

田市、豊
ぶ ん ご

後大
お お の し

野市
 宮崎県、宮崎県延

の べ お か し

岡市、高
たかちほちょう

千穂町、日
ひのかげちょう

之影町（２県６市町）
総 面 積：  243,672ha
核 心 地 域：  1,580ha
緩 衝 地 域：  17,748ha
移 行 地 域：  224,344ha

凡例

核心地域
緩衝地域
移行地域

延岡市延岡市
日之影町日之影町

高千穂町高千穂町

竹田市竹田市
豊後大野市豊後大野市

佐伯市佐伯市
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ゾーニング図

位置図

藤
ふじがわち
河内渓谷（写真提供：佐伯市）

祖母山（写真提供：高野弘之）

地域住民による植栽活動（写真提供：神志那庸一）

森林セラピーツアー（写真提供：日之影町）

大崩山（湧塚）（写真提供：延岡市）

「
祖
母・傾・大
崩
」

大分県

熊本県

宮﨑県



「みなかみ」の概要
構成自治体： 群馬県みなかみ町
 新潟県魚

う お ぬ ま し

沼市、南
みなみうおぬまし

魚沼市、湯
ゆ ざ わ ま ち

沢町（４市町）
総 面 積：  91,368ha
核 心 地 域：  9,123ha
緩 衝 地 域：  60,421ha
移 行 地 域：  21,824ha

ゾーニング図

　

群
馬
県
最
北
端
に
位
置
す
る
み
な
か
み
町
全
域
と
隣
接

す
る
新
潟
県
の
一
部
を
エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
。
核
心
地

域
及
び
緩
衝
地
域
は
利
根
川
源
流
部
に
あ
た
り
、
ブ
ナ
林

を
は
じ
め
と
し
た
原
生
的
な
自
然
環
境
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
行
地
域
に
は
、
里
地
・
里
山
の
農
村
景
観
が
ひ

ろ
が
り
、
高
低
差
や
寒
暖
差
の
あ
る
地
形
や
気
候
の
特
徴

を
活
か
し
た
多
様
で
良
質
な
農
作
物
が
生
産
さ
れ
る
と
と

も
に
、
温
泉
観
光
を
は
じ
め
、
ス
キ
ー
、
登
山
、
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る

な
ど
、
自
然
と
上
手
に
つ
き
あ
い
な
が
ら
人
々
の
く
ら
し

が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
地
域
で
は
、
み
な
か
み
の
自
然
を
守
り
、
活
か
し
、

広
め
て
い
く
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
理
念
を
合
わ
せ
、
町
内
外
、
国
内
外
問
わ
ず
、
世
界
中

か
ら
愛
さ
れ
る
み
な
か
み
を
め
ざ
し
た
取
組
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
核
心
地
域
と
緩
衝
地
域
に
は
国
有
林
野
が
広
く

分
布
し
て
お
り
、
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、「
利
根
川
源

流
部
・
燧ひ
う
ち
が
た
け

ヶ
岳
周
辺
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
や
「
緑
の

回
廊
三
国
線
」
の
管
理
経
営
及
び
地
域
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
働

し
た
生
物
多
様
性
の
復
元
と
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
取
組
等
を
通
じ
て
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
協
力

し
て
い
ま
す
。

位置図

核心地域
緩衝地域
移行地域

群馬県群馬県

みなかみ町みなかみ町

大水上山大水上山

利根川水源利根川水源

谷川岳谷川岳

湯沢町湯沢町

魚沼市魚沼市

南魚沼市南魚沼市

新潟県新潟県

みなかみ町役場みなかみ町役場

利根川利根川
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みなかみユネスコエコパーク全景

奥利根のブナ林

環境学習

利根川の水源、大水上山

利根川を下るラフティングツアー

「
み
な
か
み
」

新潟県
福島県

栃木県
群馬県

長野県


